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大正～昭和初期における着物 婦人雑誌に見る流行と美意識
環境デザイン学科 助手 千葉 葵
1.はじめに
着物は現代では冠婚葬祭などの特別な時に着る特別な衣服というイメージが色濃いのではないかと思わ
れる。着物そのものが姿を消したわけではないが，日本の伝統衣服にもかかわらず着付けを習わなければ
着られない，着物の種類や附属品の名称がわからない人が大半ではないだろうか。洋装が当たり前の現代
では過去のもの，非日常のものとして影をひそめているが，日本固有の服飾文化は無形の文化財といって
も過言ではなく，今では用いられなくなった和服生地の種類，季節感や用途，着こなしや美意識など，日
常の活きた着物の姿を記録に留めて後世に残していくことが重要だと考える。
2.研究目的
明治から大正へ移る頃，そして記録をるにそう遠くない昭和初期にかけての時代では，着物は完全に
日常の一部であった。中でも大正から昭和初期は西洋の影響を受けた大胆な着物のデザインや着こなしが
特徴的であり，同時に一般男性や社会に進出した一部の女性には洋装化が進んだという，服飾史上衣生活
が和装から洋装へと変容した重要な時代でもある。
本研究では，この衣生活が大きく変容した大正から昭和初期における日常の着物の姿を明らかにするこ
とを目的として，当時の新聞，雑誌，文献等の記述資料から衣生活，特に着物に関する記事を渉猟する。
服飾文化研究において，当時の世相を反映した記述資料は多大な価値を有しており，生活のひとこまが記
された記事から流行，またそこに見える美意識を探ることができると考えている。
3.調査対象と方法
本研究の初年度は婦人雑誌の中から経済実用的記事を中心とした『婦人之友』，翌年度は視覚的に分
析することを目的に，グラビアページの豊富な『婦人画報』を調査対象とした。雑誌の役割としては時代
の先端で流行を発信する側の立場で，読者も雑誌を購入可能な経済力のある階層であったと思われる。そ
のため必ずしも当時の実際の衣生活や庶民の生活感覚までを反映したものとは言い切れないが，当時の人々
が持っていた衣服の理想的な姿を読み取ることができると考える。
本学図書館と国立国会図書館に収蔵されるマイクロ資料より，上記2誌の目次から和服，洋服とも服飾
に関する記事を抽出した。表1はその一例である。さらに装いについて掲載された記事を抽出し，ここか
ら着物地，色柄，着こなし等の流行について記録，その実態について考察を行った。
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表1『婦人画報』大正元年～昭和10年（64号～380号）着物に関する記事一覧 一部抄出
■:和服の流行，着こなしについて
号数/月 ページ数 目 次 備考
明治45年（大正元年）
64号/1月
P84 帯の結び方と衣紋の抜き方/富美子
P98 初春の流行
66号/2月
P15 現代婦人の服装一．服装と美醜との関係/幸田露伴
P19 現代婦人の服装二．時代に伴ふ身嗜み/田代義徳
P23 現代婦人の服装三．流行は何故起るか/吉田熊次
P29 現代婦人の服装四．色の調和が不充分/梶田半吉
P73 素人と黒人との身嗜み/平山蘆江
P93 春の衣裳/をんな
67号/3月 P76 梅見ごろも/をんな
68号/4月 P89 お花見衣裳/をんな
69号/5月
P64 晴着と平常着一．いくら流行を趁ひませんでも/園田＊ケイ＊子
P66 晴着と平常着二．なるべく身分を忘れぬやう/三井ゑい子
P68 晴着と平常着三．せめて模様なりとも/岡田八千代
P70 晴着と平常着四．気羞しいほど派手な模様/堀越しな子
P74 晴着と平常着五．衛生的で経済的に/川瀬富美子
4.調査結果
『婦人之友』は大正元年から昭和10年の間で発刊されたもののうち欠号を除く275冊中，和装記事が
60件，洋装記事は83件，『婦人画報』は同じ期間の計 302冊より，和装記事420件，洋装記事が180件
であった。年による記事数の変遷で特徴的であったのは大正12年であり，関東大震災以降生活の合理化
を求める生活改善運動が盛んになったことで，両誌ともに洋装記事が増えている。これと同時に復興に伴
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号数/月 ページ数 目 次 備考
P125 袷の支度いろいろ/をんな
70号/6月
P53 都女の夏姿/巌谷小波
P97 初夏の衣裳/をんな
71号/7月 P89 暑中の支度いろいろ/をんな
72号/8月
P62 夏の趣味と流行/黒田鵬心
P89 真夏の姿/をんな
73号/9月
P48 衣服の苦心/某夫人
P84 恰好よく着物を着るには/某夫人
P90 初秋の支度/をんな
74号/10月
P82 織り物の真偽見わけ方/井上秀子
P90 秋の流行/をんな
75号/11月 P90 初冬の支度/をんな
76号/12月 P90 冬着のいろいろ/をんな
大正2年
77号/1月 P90 初春のよそほひ/をんな
80号/3月 P90 梅見ごろも/をんな
81号/4月 P104 令嬢向の流行/をんな
82号/5月 P90 初夏の軽装/をんな
83号/6月 P88 羅のいろいろ/をんな
84号/7月 P88 旅行着のいろいろ/をんな
85号/8月
P24 夏の着物一．平常着はちゞみの着物/小笠原貞子
P25 夏の着物二．長襦袢は白の麻/加藤常子
P26 夏の着物三．寿命の長い絽と麻/岡田八千代
P27 夏の着物四．涼しさうに見える帯の締め方/桜田節弥
P28 夏の着物五．夏の衣/長谷川時雨
P88 避暑旅行の準備いろいろ/をんな
86号/9月
P32 装身具と携帯品一．手筐の中の貴金属/鳩山春子
P34 装身具と携帯品二．人を＊酒に見せる装飾品/長谷川時雨
P37 装身具と携帯品三．時と場所を考へて/井上秀子
P39 装身具と携帯品四．婦人の持物について/山脇房子
P88 今秋の流行/をんな
87号/10月
P52 秋の女/しづか
P88 秋の流行いろいろ/をんな
88号/11月 P88 これからの散歩着/をんな
89号/12月 P88 春のよそほひ/をんな
大正3年
90号/1月 P88 初夏のよそほひ/をんな
92号/2月 P88 梅見ごろも/をんな
93号/3月 P88 花見衣裳/をんな
94号/4月
P42 現代婦人の風俗を見て/鏑木清方
P90 この月の流行/をんな
95号/5月
P50 趣味ある身嗜み/黒田鵬心
P51 欧米流行界に於ける日本スタイル/雪翁
P112 軽き装ひ/をんな
96号/6月
P72 私の好きな夏姿/栗原玉葉
P98 初夏のよそほひ/をんな
98号/7月 P96 涼しげなよそほひ/をんな
99号/8月
P20 夏のよそほひ（一）黒い着物に白い帯/小笠原貞子
P21 夏のよそほひ（二）中年に似合ふ紺色/鵜沢いち子
P24 夏のよそほひ（三）平常着はメリンスばかり/日向きん子
P25 夏のよそほひ（四）染め返しの夏衣/吉崎李枝子
P28 夏のよそほひ（五）夕暗の涼しい女姿/池田蕉園
って和服を見直そうという傾向も見
られ，和装記事にも増加が見られた。
抽出した和装記事からは，以下の
ような特徴を読みとることができた。
■着こなしについて
・着物の重ね着
大正初期まで行われ，冬の防寒
の役割の他，日本の服装史におけ
る重ね着の文化から来る正礼装で
あった。同じ形の着物を重ねるた
め重く着付けにくかったことが予
想され，大正3年頃に身軽である
という理由から1枚着が定着し始
め現在に至る。現在の正礼装で見
られる伊達襟，比翼仕立てなどが
この名残である。
・幅広の半襟
明治時代から続く特徴で，年月
を経るごとに刺や絞りによる表
現が豊かになった。繊細な模様を
強調した結果，徐々に見せる幅に
変化が表れた。
・胸高な着付け
幼い印象が強く若向けの着付け
方とされていたが，足が長く胴ま
わりが細く見えることを理由に，
年代を問わず全体的な傾向として
見られた。
・大きな帯結び
胸高な着付けで帯の位置が上がったことにより，あらわになる後ろ姿の臀部の張りを隠す効果があり，
同時に背中を小さく華奢に見せる効果もあった。
これらの特徴には体型カバーを目的とした身体を美しく見せるための工夫が見られる。
はしをりはなるべく高くした方がきちんとも致しますし，自然帯が上の方へ締められて胴廻りを細く，年を
若く見せることが出来ます （『婦人之友』明治45年7月号）
はしおり，というのは現代でいうおはしょりのことで，これを高くすれば自然と帯の位置が高くなって
細く，若く見せることができる。このような着付け方指南の記述は多数見られた。
■着物地，帯地の流行
記述の多かった着物地の名称としてお召，縮緬，メリンス，銘仙，絣，夏の絽，紗，帯地は羽二重，
綸子，繻子，塩瀬，博多など。特に銘仙は絹でありながら繭からとった糸のため安価で，大正中期に
染め織り技術の向上により大量生産が可能となり，普段着として流行した。柄は大正4年の御大典の
影響により有職文様，派手やかで古典的な模様，更紗染め風が流行した。6～7年には西洋草花柄，10
年以降に油絵風，古代文様や東洋趣味の華やかな柄に，アールヌーボー，更紗柄のものもあらわれた。
着物帯ともに総じて縞柄が人気であり，縞の太さや色味など表現が多様化したことによって流行が廃
れることはなかった。昭和初期には絣，格子のベーシック柄，幾何学的な連続模様や洋服感覚の多様な
デザインが加わり，明るく派手な色やコントラストの強い大胆な配色も見られた。（写真参照）
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2 胸高な着付け
（婦人画報 大正9年168号）
3 大きな帯結び
（婦人画報 大正14年234号）
写真:多様な柄
4 油彩画風 5 アールデコ調 6 更紗柄
7 水玉の連続模様 8 抽象柄 9 縞柄
1 幅広の半襟
（婦人画報 大正5年124号）
写真:着こなしの特徴
［49は筆者蔵］
5.まとめと考察
大正～昭和初期で実際に身につけられた着物は，生地としては主に錦紗，お召，銘仙，メリンス，紬，
木綿，セル，紗で，これらは季節と年齢，階層に応じて着用されていた。中でも銘仙の人気は著しく，安
価にもかかわらず華やかで自由な柄ゆきであること，気軽に着用できることから手軽におしゃれを楽しみ
たいという意識を見ることができる。また，素材は同じでも経糸と緯糸の組み合わせなどで繊細な表現の
織りがなされ，今では用いられない多彩な生地が見られた。時代性が映し出されると考えられる着物の柄
は，伝統的な裾模様や総模様に徐々に西洋風の描写やモチーフ，大胆でモダンなデザインが加わった様子
がうかがえ，使用される色も落ち着いた濃色から明るく華やかな色への移り変わりを見ることができた。
これらの生地，柄，色全てに多様化の傾向が見られ，化学染料や織りの技術の発展にともなうこの時代の
特徴と言えるのではないかと思う。
着こなしにおいて，胸高な帯の位置は明治から見られるもので，それまで通常の腰の位置で締めていた
ことを考えると，明治に入ってきた西洋文化の影響があったと見られ，西洋の体型のバランスを意識して
いた部分があるのではないかと思われる。また幅広の半襟は模様を強調するだけでなく，体にかかる着物
の面積が少なくなるため肩幅が狭く見える効果がある。これは理想とされた着付け方につながり，なで肩
でほっそりと華奢で女らしいこと，また着崩れずきっちりとした姿を保つことが挙げられ，たおやかで柔
らかい印象に加えて清潔感や誠実さの感じられる着姿に美しさを見出していたことが読み取れる。
調査した2誌における装いのキーワードに，『婦人之友』は色の調和，気崩れない形，年齢に合った雰
囲気，『婦人画報』は上品，高尚，粋，品格などが挙げられ，戦争や災害等の厳しい社会情勢にある中に
も，人々の装いに対する理想や美意識の高さを感じることができた。
今後は調査対象をこれまでの雑誌のような情報を発信する側から，新聞，文学作品などの受け手の実生
活に近いものとし，数多くある着物の種類とその着用の場面を掘り下げることで，より当時の生活に密着
した着物の姿を明らかにしていきたい。
平成22年12月8日
別荘地に定住した高齢者の居住環境に関する研究 長野県軽井沢町S別荘地の事例
環境デザイン学科 教授 竹田喜美子
近年，平均寿命の伸長により高齢期の過ごし方に変化がみられる。定年を迎え，住み慣れた土地を離れ
て，自然に恵まれた環境で第二の人生を過ごそうと考える積極的な高齢者が増えている。
本研究は，高齢者を中心に形成される，別荘地から定住地に転換したシニアタウンを対象に，移住した
高齢者の居住スタイル（住まい方や生活様相）や居住ネットワーク（親子関係や近隣関係）を分析し，さらに
別荘地としての自然環境の保持と，定住地に求められる生活利便性のバランスをとる立地環境の整備，お
よび管理体制の強化や，コミュニティの形成から，居住システム（居住者の生活を支えるシステム）を検証
することにより，高齢者の居住継続を保障し，自立生活を可能にする居住環境に関する何らかの知見を得
ることが目的である。
研究方法は，アンケート調査から量的傾向を分析し，訪問調査から質的傾向を把握するが，後者に力点
を置いた事例研究の形を採用している。研究内容は以下に示す通りである。
1） 高齢者独自の住まい方や生活スタイルを，生活空間や生活時間から分析し，高齢期に相応しい住宅に
ついて解明する。
2） 移住後の夫婦二人の生活からみた夫婦関係と，別居子との交流パターンからみた親子関係を中心に，
自立と依存の視点から高齢期の家族関係のあり方を考察する。
3） 移住後の近隣関係の実相を，趣味活動やボランタリー活動を通じた交流パターンから把握し，シニア
タウンにみる地域コミュニティの形成について検証する。
4） 開発と管理の両面から居住システムを検討し，3）の地域コミュニティの形成を加味し，シニアタウ
ンとして発展継続が可能な条件を探る。
なお，1）と2）は家族を中心に住宅と関わり，3）と4）は地域を中心に施設と関わる。
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調査地は長野県軽井沢町中軽井沢にあるS別荘地である。S別荘地は，大正7（1918）年に中産階級を
対象にH土地株式会社が開発に着手した。91年間の歴史を持つ（調査時点），日本を代表する別荘地であ
るが，近年団塊世代の定年退職に伴い定住者が漸増し，別荘地が変質している。今後，別荘族と定住族，
非日常空間と日常空間の相克など，どのような形で居住の安心と安全を保障するのかに注目して考察する。
調査内容は，移住理由居住地に対する総合評価前住地と前住宅現住宅住まい方日常生活家
族構成と身体状況親子の交流地域の付き合い趣味活動とボランタリー活動等である。
調査方法は，アンケート調査と訪問調査で，後者は図面採取と写真撮影を同時に行う。
S別荘地は，690万㎡の広大な敷地に5200区画が造成され，3300戸を建設，そのうち300戸が定住し
ている。全体は，東区，山の手区，中区，西区の4つの区に分かれ，中でも西区は最大の広さを誇る。西
区には1600戸が建設され，そのうち109戸が定住である。
主に60歳以上の定住者を対象にし，西区を中心に51戸の訪問調査を実施した。調査時期は，2009年9
月である。調査人数は，男性49名，女性50名の計99名である。
別荘地（将来，シニアタウンになる可能性がある）における高齢者の居住継続を保障し，自立生活を可能に
する居住環境に関して，本研究から得られた結果は以下の通りである。
1 高齢期の生活に相応しい住宅
高齢期の生活行為を 客（他人と接する行為），共（同居家族と接する行為），個（個人行為），寝
（就寝行為）と4つに分類すると，就寝以外の行為がすべてLDKに集約される。夫婦ともLDKで過ご
す時間が長い。LDK以外の居室の用途として，まず寝室と客間（宿泊室）を確保し，居室数が増加す
ると，夫婦別寝または趣味等のための室が確保される。機能がシンプル規模がコンパクト室構成
がオープンな別荘は，吹抜けのあるLDと，庭に接する全面テラスを有し，まさに高齢期の生活に相
応しい住宅であるといえる。
2 自立と依存の視点からみた高齢期の家族関係のあり方
夫婦は，日常生活と趣味活動で上手くバランスをとり，お互いに自立した協力的な夫婦関係を築い
ている。
親子は，移住をきっかけに居住距離が遠くなる。面会頻度は減少しているが，連絡頻度は増加傾向
にある。親子はお互いに自立しているが，何らかの交流は持っており，協力的な関係を結んでいる。
3 地域の交流パターンからみた地域コミュニティの形成
活発な趣味活動やボランタリー活動を通して，多様な人間関係を構築しており，緊密な地域コミュ
ニティを形成している。その中心になるのは別荘定住族である。
居住者間の活発な交流を促すために，サークル活動やイベント活動の拠点になる設備の充実した施
設が必要である。
4 開発プロセスと管理システムからみた居住継続が可能な居住システム
長年にわたる継続開発で，居住者の年齢に幅がある「多世代構成」になる。若い高齢者が年上の高
齢者をサポートし，それを繰り返すことにより，居住者間のサポート連鎖が可能になる。開発と管理
が一体の企業形態であることが条件になる。
立地環境としては，自然には恵まれているが，交通機関と生活施設は不備である。管理システムと
して，管理会社がハード面のサポート，居住者がソフト面のサポートというように，生活サポートは
両者で分担する。また，西区の公民館を中心とした居住者による活発なサークル活動を管理会社が支
援し，さらに管理会社がイベント活動を企画し，居住者同士の交流を促す交流サポートは両者で協働
体制をとる。今後，交通機関の整備や移動店舗の導入をはじめ，居住者と管理会社が地元自治体と連
携して，居住と福祉を結びつけたサポートシステムを充実させれば，別荘地の発展継続の道が拓か
れるだろう。
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